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１．目的について

　本研究は、シュタイナー教育を子どもの感性を伸ばす表

現教育実践の重要な教育方法と捉え公立学校における教育

方法の豊富化という観点から具体化を試みるものである。

　前回の論文では、音楽科と図画工作科の両教科における

実践を通して、「体験的な活動が豊かな感性を育み、感情

が豊かになることで表現しようとする思いが生まれる」と

いうことを述べた。児童が何かを表現したいという衝動に

駆られることがなければ、表現活動は存在しえない。その

ためには、児童一人ひとりが喜怒哀楽などの様々な感情を

体験し、感性を豊かにする必要がある。このような表現活

動の基礎となる体験的活動に重点をおいて取り組んできた

のがシュタイナー教育なのだが、残念ながらシュタイナー

教育は現在の日本の公教育で認められるところまで到達で

きているとは言えない。日本で学校法人化されたシュタイ

ナー学校はわずか２校に留まっている。

２．シュタイナー教育実践の可能性を探る

　本研究は、シュタイナー教育を教育方法の一つと考え、

私自身のシュタイナー学校での実践を日本の公立学校で実

践できるよう学習指導要領に則した形に変容させ、その実

践から日本の公立学校におけるシュタイナー教育実践の可

能性を探ると共に、その実践が子ども達にどのように受け

取られ、子ども達の中にどのような感情が起こったのかを

考察しながら、シュタイナー教育の有効性を探ることも目

的とした。

　本稿は、附属釧路小学校１年１組での、学習指導要領に

則したシュタイナー教育の指導計画及びその実践内容と授

業評価を中心にまとめたものである。音楽・図画工作・国

語（書写）の３教科の授業実践を試みているが、音楽科や
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要　　旨

　新学習指導要領において、体験的活動の重視が示されており、それは、児童の活動を主体的に導いてくれる。体験する

ことによって個々の児童は様々なことを感じ、考えるようになっていく。また、新学習指導要領では、言語活動の充実に

ついても明示されたが、児童自身の心が揺さぶられ何かを感じ、それらを表現したいと思うことがなければ、表に現れる

ことは不可能である。体験的活動は、児童の感性を豊かにし言語活動の基礎となる。表現教育は、児童が体験的活動を行

いながら表現方法を獲得していくという意味で、体験的活動と捉えることができる。

　本研究は、シュタイナー教育を子どもの感性を伸ばす表現教育実践の重要な教育方法と捉え公立学校における教育方法

の豊富化という観点から具体化を試みるものである。私自身のシュタイナー学校での実践を日本の公立学校で実践できる

よう学習指導要領に則した形に変容させ、その実践から日本の公立学校におけるシュタイナー教育実践の可能性を探ると

共に、その実践が子ども達にどのように受け取られ、子ども達の中にどのような感情が起こったのかを考察しながら、シュ

タイナー教育の有効性を探ることを目的とした。学習指導要領の改訂に伴い、体験的活動に焦点を当て、シュタイナー教

育を教育方法の一つと考え、附属小学校で、授業実践を試みている。

　本稿は教職大学院２年次に行った自己解決実習での学習指導要領に則したシュタイナー教育の指導計画及びその実践内

容と授業評価をまとめたものの、続編である。
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図画工作科の体験的活動と、国語科（書写）の体験的活動

は異なる性質を持っていることから、前述の２教科と国語

科（書写）の授業実践を分類して考察を行うこととした。

　それは音楽科や図画工作科の学習における体験的活動に

は、目的とするものがなかったのに対し、国語科（書写）

の活動では「直線を描く」という目的が存在するためであ

る。明確な目的を伴う体験的活動は、通常の体験的活動よ

り個人の自由な活動範囲が狭められてしまう。授業の考察

は、授業を写真やボイスレコーダーに記録し、児童の振り

返りワークシートを集計し行った。

　平成20年公布の新学習指導要領（１）で言語活動の重視が

述べられているが、現状のままでは話す技術の獲得を目指

すものにしかならないのではないのか。もちろん話す技術

も必要なのだが、それと並行してその言葉に辿り着くまで

の感情の変化を体験することや認識する過程が、児童個々

によって異なる点であり、大切な部分なのである。そのこ

とから、感情の変化の過程を表現することができると、言

語活動の充実に繋がっていくと言うことができるだろう。

　前回の論文においては、シュタイナー教育の低学年の水

彩画は作品自体の違いはないと言っても良く（児童によっ

ては多少の濃淡に違いが出る程度）、描き始める場所や筆

遣い、色（単色）の重ね方などで描く過程に変化が現れる

ことを指摘した。一人ひとりの児童の顔は真剣で、色が広

がっていく様子を固唾をのむようにして見守っていた。ま

た、仕上がった作品を並べて感じたことを話し合った時に

は、一面同色に塗られた紙面からそれぞれが異なることを

感じ取って発表している。音楽の授業実践で行った音遊び

では、いろいろな楽器から音色を聴き分け動作に移すこと

を楽しんでくれた。そして、手遊びや歌では、教師の声に

耳を傾け美しく歌うことができた。

　幼児期には模倣する力が備わっており（シュタイナー教

育では幼児期は模倣の力を用いて教育が行われるし、生後

に言語や生活習慣を獲得していく方法は間違いなく模倣の

力によるものと考えることができるだろう）、CDや映像で

はなく教師の生の声や音を聴いて、歌い方を自ら学習して

くれたのである。児童が、それぞれどのように感じたのか

は断言できない点も多くあるが、１年生の児童が地声では

なく合唱曲を歌うときのような伸びやかな美しい声を響か

せる時、教師はそこから表現教育を観ることができる。な

ぜならば、教師は一度も授業の中で、「美しく歌いなさい」

「綺麗な声を出しなさい」とは言っていないからである。

児童各々が、自分の感性で感じ取った響きを、自分の歌い

たいと思うように歌った結果、美しい歌声に変化していっ

ているからである。

　実践授業後の振り返りワークシートでは、図画工作科で

は７割以上の児童が、また音楽科では８割以上の児童が授

業が楽しかったと答えており、シュタイナー教育は児童に

とって楽しんで学習できる素材を持っているということが

できるだろう。

　今なぜ、シュタイナー教育を表現教育の重要な方法の一

つと考えるのか。それは、シュタイナー教育が“結果”よ

りも“過程”を大事にするからである。日本の公教育とシュ

タイナー教育の間にある大きな隔たりを少しでも近づける

ことができたら、それは子どもたちにとっての利益を生み

出すことになると考える。

　本稿では、音楽科や図画工作科といったいわゆる芸術教

科以外の教科である国語科（書写）の実践から、体験的活

動を伴う表現教育の実践を試みている。従来は教室の中で

行われることの多い国語科（書写）の学習において身体を

用いた学習を行うことで、児童にどのような変化が現れる

のか、またどのような点においてこの活動が有効なのかを

述べてみたい。

　

３．シュタイナー教育・シュタイナー学校と附属

３－０小学校での実践の視点

　高橋巖氏は、『シュタイナー教育の方法：子どもに則し

た教育』の中で、シュタイナー教育を「発達期に応じた身

体と心の調和化によって社会における個人の自己実現を可

能にしようとする教育思想、教育運動」（２）と述べている。

従って、人間一人ひとりが社会において自己実現をすると

いう最終目的のために、心と身体を調和させるための教育

を施すのがシュタイナー学校と言えるだろう。

　シュタイナー学校では教科書を使用せず、担任教師が毎

日の授業を自分自身で考え実践する。時間割は朝から２時

間程度連続して行われるエポック授業と専門教科に分けら

れ、エポック授業を担任教師が受け持つ。

　エポック授業の中で３～４週間一つの教科を学習し、そ

の期間はそれ以外の教科を学習することはない。また担任

教師は児童が小学校に入学してから高等教育に移行するま

での期間を一人で受け持つ８年間同担任制である。これ

は、一人ひとりの児童の成長を継続して一人の教師が見守

ることで、精神面での成長や学習における“つまずき”な

どを押さえ個に応じた学習を行えることや、教科書のない

学習を行うために系統的な計画を立て実践するために重要

な役割を果たしている。また芸術的な学習に重点を置き、

全ての教科が芸術的に行われるように配慮されている。国

語も算数も美しく芸術的に教授されなければならないとさ

れている。エポック授業では、どんな教科のエポック中で

あっても、歌やリズムが伴う。そして学習内容は、全体か

ら部分へと向かい（例えば、算数では計算の答えから、式

が導き出される）、イメージを大切にすることとなる。エ

ポック授業では、国語や算数などの他にシュタイナー学校

独自のフォルメン線描と呼ばれるものがあり、エポック授

業後の専門教科では、小学校１年生から手仕事や第１外国

語が組み込まれている。

３－１国語科

　シュタイナー学校には、「フォルメン線描」という線を

描く学習が存在する。その目的の一つには、文字を書くた

めに必要な直線や曲線を書けるようにするということが含



－ 17 －

子どもの感性を伸ばす表現教育の実践　その２

まれている。これは、日本での１年生の国語科（書写）で、

平仮名の学習に役立てられると考えられる。平仮名は日本

特有の文字であり、アルファベットとは異なる線の形やリ

ズムを持っている。同じようなリズムで書く文字や似通っ

た形の文字が多いことから、これらに共通したフォルメン

線描を考案し、指導計画を立てた。

　この学習では、鉛筆を使って線を書くのではなくクレヨ

ンを用いて線を描く。クレヨンは鉛筆とは異なり、間違っ

ても消すことはできない。そのため集中して描くことが求

められるので、集中力が不足しがちな児童にも注意を向け

させることができる。また鉛筆とは異なり細い柄を持つこ

とがないので身体の強ばるような緊張を取り除き身体（特

に手や腕）にかかる負担も軽減できる。低学年の中には必

要以上に身体に力を入れて、窮屈そうに鉛筆を動かした

り、異常に強い筆圧で書く児童が他学年より殊更、多く観

られるため、クレヨンを用いた学習はこれらに対しても効

果的に働くと考えられる。さらに先端が鋭くないことは、

身体の緊張や強ばりだけではなく、書く際に受け取る印象

も違うものにする。まずはその前段階として、学習課題と

なる線を自分の足で辿る活動を行う。このことによって身

体全体で線を体験することとなり、線が自分の中で具体的

にイメージできるようになるので、鏡文字と言われる左右

反対の文字を書いてしまう子どもにとっても、助けとなる

だろう。

３－２附属小学校での実践の視点

　１年生の国語科（書写）の学習の中では「せんをかこう」

という単元が存在し、直線や曲線を、点線をなぞって描く

時間が設けられている。後の授業プランでも触れるが、こ

の時間は、わずか１時間しかない。

　現在は幼児期に既に平仮名を書ける児童が多く、幼稚園

や保育園では年長時になると平仮名練習ノートなどを用い

て幼児に平仮名を学ばせていることも多いようである。ま

だ、おぼつかない鉛筆使いで、平仮名特有の難しい線を、

ただ見本を見ながら似せて書こうとすることとなる。この

時、文字は幼児の中で主体的に働いてはいない。自分と文

字に関係性などなく、別々の場所に存在するだけである。

直線が折れ曲がったり丸みを帯びることもあるし、逆に曲

線には角ができる。見本のように書けなくてイライラする

幼児もいたし、「書けない」と鉛筆をおいてしまう場合も

多い。小学生になっても、１年生はまだこの状態から少し

抜け出たに過ぎず、線の流れもそれ程良くなっているわけ

ではない。文字の形だけを幼児期よりも正確に捉えること

ができるようになった程度である。児童期と比較してみる

と、現在はその頃よりも鏡文字を書いてしまう児童が多く

観られるように思われる。どんなことにでも最初に基本と

いうものがあって、それを元に学習は進んでいく。文字の

学習には、その基本となる視点が不足していたのではない

だろうか。まずは基本である直線と曲線を学ぶことが、文

字を学習する際に必要なのである。

　今まで述べてきてように、体験的活動は児童の中に多く

の感情を起こし、児童一人ひとりの中で対象となる事物と

の繋がりを見出させる。これまでの、文字は座って学ぶも

のという概念を取り払い身体全体で文字の基礎である直線

や曲線を体験することは、児童は文字と自分を一体化させ

る作業を行うことでもある。それが児童の学習をスムーズ

にしてくれるにちがいない。

４．国語科での授業プラン・実践・評価

　本単元では、文字を書くために必要な基礎的な線（横線

は左から右へ、縦線は上から下へ等）について学習する。

平仮名に似たリズムのある線を描いたり、身体で線を体験

することを通して、平仮名を整った形で書くための基礎を

培うことが、本単元の大きなねらいである。平仮名を観る

と、似通ったグループに分類することができるので、それ

らに共通した線を考え、１時間扱いのこの単元を３時間と

し、本時の授業のみ１時間とし、その後は書写の毎時間の

初めの10分程度に時間を割り振って、この学習に当てるこ

とにした。

４－１.本時の授業展開

（導入）

　教師が黒板に、本時の課題となる『直線』を描く。「こ

れは何かな？」と尋ねると、“１”と言う答えが返ってき

た。算数で数字を学習していることもあって、直線は児童

にとって数字の１なのであろう。１でもあるが、他には何

か思い付くことはないかと続けて訊くと、線という言葉が

現れ、直線にまでたどり着いた。今日は、直線を学習する

ことを告げ、まずは黒板にチョークを使って、直線を描か

せることから始める。児童たちから「我先に」という感じ

で、沢山の手が上がった。全員が黒板に直線を描き終える

と、同じ直線でも一人ひとりの直線は異なる印象を醸し出

した。小さく細い直線もあれば、力強く長い直線もあった。

（展開）

　次は、直線を“動く”活動に入る。黒板の直線をイメー

ジしやすいように、床の上に縄跳びを広げて見せた。ゆっ

くりと丁寧に直線をイメージして歩くことを伝えてから活

表１　本時の概要

展　開 本時の概要 留　意　点

導　入

（10 分）

・本時の課題を知る

・一人ずつ前に出て黒板に

直線を描く

・本時の課題となる直線を

黒板に美しく描く

展　開

（30 分）

・直線を“動く”

・直線を空描きする（手足）

・紙面上に直線を指で描く

・練習用紙に直線を描く

・清書用紙に直線を描く

・児童に線の向き、止めを

把握させる。

・机間巡視をしながら宇治

道の活動を援助する。

まとめ

（５分）

・振り返りワークシートを

記入する

・児童が振り返りワーク

シートを記入しやすいよう

に説明する。
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動に入った。直線を“動こう”とすると、児童の目は床に

向いてしまう。自分の歩いた後ろに真っ直ぐな直線ができ

るようらに、イメージして動いているからだろう。これ

は、線を身体全体で体験するのは初めてである児童が活動

しやすくなるよう教師が意図して行った「床に直線を描く

ように」と発言してしまったことが原因だろう。線を身体

で体験するためには、下方だけでなく空間全体を感じ取る

ことができなければならない。私たちの周囲は、上下、左

右、という空間からできている。どちらか一方だけの体験

に偏ってしまうことは、身体全体で線を体験することには

ならないし、そこに拘ってしまうことで動き自体に制約が

できる。それでは、活動を喜びや楽しさと共に感情を働か

せるものにすることができなくなってしまう。ここが音楽

科や図画工作科の体験的活動と異なる点なのだが、フォル

メン線描の学習では直線を描くために直線を身体に感じ取

るというように体験的活動に目的が伴う。これからの授業

で、児童の活動に制約を与えないように発言を工夫するこ

とや、床に縄跳びを置いて直線を意識させることをせず他

の方法を用いることで、少しでも児童の活動過程の制限を

なくす努力をしていく必要性を感じた。この活動では前を

向いて歩くだけではなく後ろ向きで直線を動く活動も行っ

たが、振り返りワークシートにこの活動が一番楽しかった

と答えた児童もいたことから、直線を意識して動こうとし

た前進する活動よりそれのない活動の方が楽しめると児童

も感じていることが分かる。

  次に直線を指で空描きし、後に椅子に座ったまま両足を

床から離して空描きした。足で空描きすることはあまりな

いらしく、指ではスムーズに描いていた児童も、足ではな

かなか上手くできなかった。しかしこの活動は上手に描く

ために行うのではなく、足で直線を描くことで身体全体で

直線を感じ取るために手や腕に向かう注意力を分散するこ

とが目的なので、そこは考える必要はなかった。

　最後に、紙面上に指で直線を描いて、身体で直線を体験

する活動を終えた。シュタイナー教育のフォルメン線描で

は、クレヨンをシュトックマ－社の特別な物を使用する

が、この実践では児童が持っているクレヨンを用いて描い

ている。公立小学校でできるシュタイナー教育の実践を考

える上で、この点は必要不可欠なこととなるだろう。シュ

タイナー教育で用いる材料や用具は、ルドルフ ･シュタイ

ナーの教育観から定められているのだが、児童が個々で新

しい物を購入するのは難しいのである。前論文の水彩画で

も、床や衣服の汚れを落とすことの困難さ等から、後半部

分の授業は児童の所有する水彩絵の具で実践を行ってい

る。日本の公立小学校で実践できるようにするためには、

TPOに合わせた材料や用具の変更を考えなければならな

いが、私はそれに拘るよりも児童がこの活動を体験するこ

とで今までにない経験をすることの方が意味のあることだ

と思っている。

　そして練習用紙に満足行くまで練習してから、清書用紙

に直線を描いた。それでも、筆圧が強くクレヨンを折って

しまう児童も数名いたが、今回使用したクレヨンは児童が

これまで使っていたクレヨンよりも細く、シュトックマー

社のクレヨンとも異なるので、身体の力の入り具合が、い

つもと変わらないということにはならないだろう。児童は

それぞれ集中して直線を描いており、清書で「間違った」

と言って新しい紙を要求する児童はいなかった。

（まとめ）

　すべての活動が終了してから、振り返りワークシートの

記入をして、授業を終えた。

振り返りワークシート　集計結果

１）国語の勉強は楽しかったですか？

①楽しかった②どちらでもない③あまり楽しくなかった

２）直線を動くのは楽しかったですか？

①楽しかった②どちらでもない③あまり楽しくなかった

３）直線を動くことができましたか？

①できた②どちらとも言えない③あまりできなかった

４）直線を描くのは楽しかったですか？

①楽しかった②どちらでもない③あまり楽しくなかった

５）直線を描くことができましたか？

①できた　②どちらとも言えない③あまりできなかった

８）今日の勉強で一番楽しかったことは何ですか？

９）この勉強を、またしてみたいと思いますか？

①思う　②どちらとも言えない　③あまり思わない

　振り返りワークシートの記入項目６）７）に関しては、

実践研究には関係がないため、今回のまとめからは削除し

てある。１）から５）までの結果を見ると分かるように、

今回の授業は児童にとって楽しい授業だったと言えるだろ

う。なぜなら、これら全ての発問で①と答えた児童は、全

体の70％を超えている。しかし、②と答えている児童は、

図画工作科や音楽科の場合より多くなっている。また、８）

の「今日の勉強で一番楽しかったことは何ですか？」とい

う問いに対して、「チョークで直線を描いた」と答えた児

童が最も多く12人おり、全体の34％となっているが、この

活動は導入の部分で行った活動であり、動く活動を行う以
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子どもの感性を伸ばす表現教育の実践　その２

前のものであった。展開以降の活動が楽しかったと答えた

児童が、同じ質問を行っている音楽の場合より、10％程度

少なくなっている。さらに、楽しかったことが『ない』と

答えた児童も、音楽ではいなかったのに対しこの授業では

全ての項目において５％前後の確率で存在している。９）

「この勉強をまたしてみたいと思うか」という問いに対し

ても②と答えた児童は多かった。

５．研究のまとめと今後の課題

　前述したとおり、直線を“動く”という活動は音楽科や

図画工作科の活動とは異なる質を持っている。楽器を演奏

する活動や水彩画の活動では、目的とするものがなかっ

た。しかし、この活動では「直線を描く」という目的が存

在する。記録した児童の表情からは、伸び伸びしたものと

いうよりは緊張感が感じられた。それは、線を形の通りに

動こうとしているため手足でバランスを取っていることも

関係しているかもしれない。

　体験的活動は教科の特性を反映して、二つに分類できる

面がある。それは、①音楽科や図画工作科の学習で行った

ような体験する過程で湧き起こる感情やイメージを体験す

るものと、②国語科（書写）の学習で行ったようなある目

的を達成するために行う体験的活動の二つである。

　①の体験的活動は児童に自由な活動と自由な発想をもた

らしやすいのに対し、②の体験的活動は児童の活動を制限

してしまうこともあるということが、今回の実践で明らか

になった。また後者は小学校低学年の児童にとって、特に

難しい活動なのだろう。なぜならば、前者は楽しい遊びの

延長上に感じられる体験でもあるからである。しかし、振

り返りワークシートや授業の記録だけでは、今回の体験的

活動が児童にとって楽しさを感じられない活動であったと

いうことに繋がるわけではない。それは、国語や算数といっ

た知識を獲得することが主となる教科と芸術教科の違いで

もあり、自由な活動の意図する部分が異なる点も含まれて

いるからである。国語や算数で行われる体験的活動には、

直接的ではないが、必ずや知識や概念の獲得が伴っていく

ものとなっている。今回のような体験的学習も、児童の学

習中に継続的に行われることで効果を現すはずである。音

楽科や図画工作科の数値を下回っているとは言っても、７

割を越える児童がこの学習を楽しいと感じている。

　今回、実践させていただいた北海道教育大学・附属釧路

小学校においては、『児童理解からはじめる学習指導』（３）

として、体験を通しての学びの重要性を指摘している。体

験の充実においては、・教科の本質に迫る「体験」、・発達

の段階に応じた「体験」等を踏まえた上で、五感を通した

具体的な活動を介しての思考力・判断力と連携しての表現

力の活動を重視して実践している。ここでは表現力は、思

考・判断とは相互補完的な関係であり、表現することは自

分の考えを整理したり、筋道を立てて考えたりすることと

繋がるもので、それらを踏まえて知識・理解へと結実して

いく点も有している。

　その１の実践においては、前者の音楽科・図工等を扱か

い、本稿のその２においては後者の国語（書写）を扱った

が、合わせての表現教育の可能性を探ったものとなってい

るものである。

　学習指導要領でも、体験的活動を通して行う学習に重点

を置いている。それは体験的活動は児童の学習を能動的に

することができると共に、児童の記憶に鮮明に残るため知

識や概念とも容易に結びつくことが可能だということも関

係しているからである。体験的活動を通して児童の心を

豊かにすることは、学習内容を深めていくことに繋がって

いくのである。国語の学習では、教科書の中に登場する物

語や詩、説明文を実生活と結びつけて考えることができる

と、児童にとって学習が能動的になっていく。しかし、そ

れだけでは児童の体験が増えることにはならず、児童が学

習以外で様々な体験をするのを待って学習を行うことしか

できなくなってしまう。従って、体験的活動を行うことで

児童が学習中に体験する機会を増やし、その場で知識を獲

得する方法を取り入れる必要があるのではないだろうか。

　シュタイナー教育の体験的活動は、絵を描く、音を奏で

る、線を動くというような表現方法として捉えることので

きる活動である。そして、それらは表現技能の習得のため

だけではなく体験的活動と同じ作用をもたらすこともでき

る。それは、その技能を習得する過程で児童に感情が表

れ、様々な感情を体験するからである。シュタイナー教育

を公立の小学校に表現方法として導入することは、体験的

活動の幅を広げることにも繋がるだろう。今回の実践を通

して、これらの可能性を示唆することもできたと思う。

　今後の課題としては、国語科（書写）、音楽科、図画工

作科以外の教科での実践を進めて行くことが上げられる。

学習指導要領に則してシュタイナー教育を変容させ、日本

の学校教育に不足していた部分を補えるような研究を進め

ていきたいと考えている。

（１）学習指導要領（小学校）指導計画の作成等にあたっ

て配慮すべき事項（平成10年12月）文科省

① ② ③ 無記入

１） 29（81％） ３（８％） ３（８％） １（３％）

２） 27（74％） ６（17％） ２（６％） １（３％）

３） 27（74％） ７（20％） １（３％） １（３％）

４） 28（77％） ５（14％） ２（６％） １（３％）

５） 27（74％） ７（20％） ２（６％） ０

８） チョークで線を描いた　12（34％）

直線　　　　　　　　　２（６％）

直線を描いた　　　　　８（23％）

歩いて描く　　　　　　１（３％）

直線を歩いた　　　　　５（14％）

足で空描き　　　　　　１（３％）

後ろ向きに歩いた　　　２（６％）

ない　　　　　　　　　１（３％）

３（８％）

９） 27（74％） ６（17％） ２（６％） １（３％）
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